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　Vision Systems Design誌は、2021
年に25周年を迎える。このマーケット
で仕事を始めてから、最も興味深く注
目に値するマシンビジョンの最前線の
ものとは？
　このようなことを言うと奇妙に聞こ
えるかもしれないが、私がここでキャ
リアを重ねている中で、最も重要な進
歩は実際にはPCの出現と普及である。
PCはマシンビジョンの世界全体でユビ
キタスになっている。ある程度の水準
機能を持つPCが存在する以前はマシ
ンビジョンの問題を解決するには、特
殊な（おそらく複雑で高価な）ハードウ
エアが必要であった。PCの登場によ
り、これらのソリューションははるか
に手頃な価格で実現可能となった。
　そして、人々が理解して親しんでき
たテクノロジーに基づいて構築されて
きたものであり、そのようにしてPC
は最適なプラットフォームになった。 
PCは、パフォーマンスの向上という
絶えず増大する課題に対応するために
長年にわたって進化し、マシンビジョ
ン及びファクトリオートメーションの
応用への要求を満たす柔軟性を備えて
きた。確かに、マシンビジョン・ソフ
トウエアはこの間に指数関数的に進化
し、その洗練度は飛躍的に向上したが、
そのソフトウエアはPC上で実行され、

これを可能にしてきたのはPCそのも
のの存在である。

　Vision Systems Design誌と長年共
に歩んできたが、何か思い出に残って
いることはあるか？
　当社はVision Systems Design誌の
誕生に貢献したことを誇りに思ってい
る。それは当時のLaser Focus World
誌の営業の一人と打ち合わせをした90
年代半ばにさかのぼる。その時の発行
人になぜあなたの出版社は画像処理技
術の専門誌を持っていないのかを尋ね
た。その返事を得る間もなく、発行人
は即座にそのマーケットが確かに存在

するかの調査を開始した。そしてマト
ロックス・イメージング社は、このマー
ケットにおける専門的な雑誌が生まれ
ることを大いに歓迎し、熱心な支援を
行った。雑誌の購読者開発のための目
的で顧客データベースの使用提供も約
束した。このことが雑誌誕生に向けて、
当社からの最大のサポートであったと
思う。またさらに、このマシンビジョ
ンマーケットのその他のプレイヤーも
同様のサポートを行った。そして、当
時の出版社であるPennWell社はつい
にそのビジネスプランを承認した。そ
の25年後が今現在である。われわれは、
長 年 にわた っ てVision Systems De 
sign誌と友好的なパートナシップを築
き、共に成長を遂げてきた。

　今後、どのような進歩を最も楽しみ
にしているか？
　マトロックス・イメージング社は革新
を続け、新製品を市場に投入してきた
が、アクセシビリティと使いやすさを
重要な優先事項として引き続き重視し
ている。つまり、このテクノロジーは、
実装するには複雑すぎるか、投資やサ
ポートには費用がかかりすぎると考え
るであろう業界や企業に利用可能なソ
リューションやオプションを提供して
いく。われわれは、マシンビジョンが
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われわれの日常の現実の大部分を占め
る未来に目を向けている。

　今日のマシンビジョン・ソフトウエ
アの新しくて興味深いものは何か？ま
た、貴社で今最も力を入れているもの
は何か？
　それはたくさんある。当社は、いく
つかの技術的なブレークスルーを継続
的に創出している。さまざまな技術が
結集されることにより、過去に単独で
は打開することができなかった問題が
解決されていく進化の過程を目のあた
りにしている。どの顧客も技術面での
高い壁があったり、導入面でも高額な
負担があるなど、マシンビジョンの問
題を抱えている。当社にとって最もや
りがいのあることは、顧客側がその問
題を解決していくプロセスをサポート
していくことである。特に機械学習と
3Dはツールとしての機能を著しく引き
上げ、そのパフォーマンスは大きく改
善している。当社がこの世界で重要な
役割を担うことを大変光栄に思ってい
る。

　貴社の最新の製品は何か。
　本誌で紹介されている2020年のイノ
ベーターズ・アワード金賞を受賞した3D
プロファイルセンサシリーズである。
Matrox AltiZは、デュアルカメラ／シ
ングルセンサ設計を採用し、自社製ま
たはサードパーティ製のマシンビジョン
ソフトウエアに対応している。システ
ムオンチップ（SoC）は、特許取得済み
のアルゴリズムを使用している。

　マシンビジョン／イメージングにおい
て、最も成長が見られるだろう分野ま
た応用は何か？
　食品の検査やパッケージングは飛躍
的に伸びている。これらの業界は、検

査対象の製品の性質そのものが、非常
に厳しい管理下に置かれる。地球の人
口は増え続けており、未来永劫、地球
上に食料を供給するためには自動化が
必要なのである。

　マトロックス・イメージング社が注目
されている専門的なイメージング技術
として開発している最近の製品例は何
か？
　 ま ず、3Dイ メ ー ジ ン グ で あ る。
Matrox AltiZのいくつかの鍵になる設
計ゴールは、パフォーマンスを損なうこ
となく、使いやすさを保証し、複雑性

を最小限に抑えて、手頃な価格でソリ
ューションを提供することであった。
ディープラーニングと機械学習に関連
するその他の開発要素は、昨今ではソ
フトウエアポートフォリオに統合されて
おり、改良、強化、拡張を継続している。
　これらの特別なイメージング技術こ
そ、まさにわれわれがフォーカスしてい
る最前線である。今までは利用するこ
とを想像もしなかったマーケット／分
野にも、マシンビジョンのソリューショ
ンを提案し、導入実現まで、いかにサ
ポートができるか大きな戦略を描いて
いるところだ。
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ドイツのシュトゥットガルトで2003年に開催されたVISION Showの準備をしているマトロッ
クス・イメージング社。
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